
 
 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査結果を受けて授業改善をすすめます 

 今年度４月２１日に６年生が取り組んだ「全国学力・学習状況調査」の結果が届きました。 

今年度も、国語と算数の２教科で、知識を問う「A」問題と活用の力を問う「Ｂ」問題が出題され

たほか、理科と８７項目から成る学習や生活習慣等に関する「児童質問紙」調査も実施されました。 

結果の取扱いに関しては、山形県及び天童市では学校ごとの数値は非公表という方針です。本校で

も、本調査の目的である「学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てる」

という点を重視し、数値的な結果公表ではなく本校の総合的な結果や特徴的なところ等についてお知

らせいたします。調査は６年生が受けたものですが、６年生の特徴的な傾向は、学校全体の傾向とと

らえて対応していきます。課題を６年生だけのものとせず、学校全体の課題として、教職員と保護者

の皆様とで共有し、改善すべきところを確認しながら取り組んでいきたいと考えているためです。 

 なお、６年生児童一人一人の個人票につきましては、保護者面談の折にお知らせするとともに、児

童一人一人とも面談して配付する予定です。 

 

【学力の状況について】 

 本校の６年生は、下記のようにすべての教科で全国・県平均を大きく上回る結果でした。      

平均正答率（％） 

 国語A（知識） 国語Ｂ（活用） 算数A（知識） 算数Ｂ（活用） 理 科 

全 国 ７０．０ ６５．４ ７５．２ ４５．０ ６０．８ 

山形県 ７０・６ ６３．６ ７３．４ ４２．１ ６２．０ 

本 校 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

 ※順位づけや序列化のためのものではないことから、数値の公表はしません。 

 特に、漢字の読み書き、計算問題などのＡ問題は好成績で、日頃の学習成果が上がっています。 

一方、習得したことを活用する力を問うＢ問題も県や国の平均を上回りましたが、課題もあります。 

 国語では「新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉える問題」「目的や意図に応じ、取材した内容を

整理しながら記事を書く問題」につまずきが目立ちました。 

算数は、考え方を記述する問題で、結論は分かっても筋道立てて説明するところが不十分でした。 

理科は、大きく落ち込む分野はありませんでしたが、実験や観察結果から考えるところはもっと伸

ばせそうです。 

 この結果を受けて、すべての教科で、自分の考えを書いたり話したりする学習は丁寧に行っていき

ます。そこでは、自分の考えを安心して表現できる学習環境も大切ですので、引き続き、学級の温か

い仲間づくりにも力を入れていきます。 

 さらに、算数については、結果の正誤だけでなく、結果に至るまでの考え方を筋道たてて説明でき

るように、低学年から積み上げていきます。友達に説明する、ノートに記述するという学習活動に十

分時間をとり、個に応じた指導にも心がけていきます。 
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